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岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
五
岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
略
　
歴
Ⅰ
．
略
　
歴
一
九
五
三
年
一
一
月
　
東
京
都
品
川
区
に
生
ま
れ
る
〈
学
　
歴
〉
一
九
六
六
年
三
月
　
品
川
区
立
大
井
第
一
小
学
校
卒
業
一
九
六
九
年
三
月
　
筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
学
校
卒
業
一
九
七
二
年
三
月
　
筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
等
学
校
卒
業
一
九
七
二
年
四
月
　
東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
一
類
入
学
一
九
七
八
年
三
月
　
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
〈
学
　
位
〉
一
九
七
八
年
三
月
　
法
学
士
（
東
京
大
学
）
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
六
〈
職
　
歴
〉
一
九
七
八
年
四
月
　
東
京
大
学
法
学
部
助
手
（
一
九
八
一
年
六
月
ま
で
）
一
九
八
二
年
四
月
　
法
政
大
学
法
学
部
助
教
授
一
九
八
九
年
九
月
　
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｌ
Ｓ
Ｅ
（LondonSchoolofEconom
icsandPoliticalScience
）
客
員
研
究
員
（
一
九
九
一
年
八
月
ま
で
）
一
九
九
二
年
四
月
　
法
政
大
学
法
学
部
教
授
二
〇
〇
一
年
四
月
　
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
所
長
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）
二
〇
〇
四
年
四
月
　
法
政
大
学
法
学
部
学
部
長
（
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
）
二
〇
一
〇
年
四
月
　
法
政
大
学
専
門
職
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
兼
務
（
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
）
二
〇
一
七
年
八
月
　
逝
去
二
〇
一
七
年
　
　
　
法
政
大
学
法
学
部
名
誉
教
授
Ⅱ
．
学
会
等
の
主
な
活
動
〈
所
属
学
会
〉
日
本
経
済
法
学
会
岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
七
　
　
運
営
委
員
（
一
九
九
二
年
～
二
〇
一
四
年
）、
理
事
（
一
九
九
七
年
～
二
〇
一
七
年
）
国
際
経
済
法
学
会
　
　
指
名
理
事
（
二
〇
一
五
年
～
二
〇
一
七
年
）
公
益
事
業
学
会
　
　
評
議
員
、「
公
益
事
業
研
究
」
編
集
委
員
（
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
〇
年
）
消
費
者
法
学
会
〈
公
正
取
引
委
員
会
〉
政
府
規
制
等
と
競
争
政
策
に
関
す
る
研
究
会
　
　
会
員
（
一
九
九
三
年
～
二
〇
一
〇
年
）
再
販
問
題
検
討
の
た
め
の
政
府
規
制
等
と
競
争
政
策
に
関
す
る
研
究
会
　
　
会
員
（
一
九
九
七
年
～
一
九
九
八
年
）
情
報
通
信
分
野
競
争
政
策
研
究
会
　
　
会
員
（
一
九
九
四
年
～
一
九
九
五
年
）
独
占
禁
止
法
研
究
会
　
　
会
員
（
措
置
体
系
見
直
し
検
討
部
会
、
二
〇
〇
二
年
～
二
〇
〇
三
年
）
　
　
座
長
（
二
〇
一
五
年
～
二
〇
一
七
年
）
競
争
政
策
と
公
的
再
生
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
八
　
　
座
長
（
二
〇
一
四
年
）
独
占
禁
止
懇
話
会
　
　
会
員
（
二
〇
一
〇
年
～
二
〇
一
七
年
）
〈
そ
の
他
〉
司
法
試
験
考
査
委
員
（
経
済
法
）（
二
〇
〇
八
年
～
二
〇
一
三
年
）
著
作
一
覧
Ⅰ
．
著
　
書
『
独
占
禁
止
手
続
法
』
丹
宗
暁
信
氏
と
の
共
編
、
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
『
公
益
事
業
の
規
制
改
革
と
競
争
政
策
』
鳥
居
昭
夫
氏
と
の
共
編
著
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
『
情
報
通
信
の
規
制
と
競
争
政
策
─
─
市
場
支
配
力
規
制
の
国
際
比
較
』
鳥
居
昭
夫
氏
と
の
共
編
、
白
桃
書
房
、
二
〇
一
四
年
『
経
済
法
─
─
独
占
禁
止
法
と
競
争
政
策
〔
第
八
版
〕』
共
著
、
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
（
初
版
一
九
九
六
年
、
第
二
版
一
九
九
八
年
、
第
三
版
二
〇
〇
〇
年
、
第
三
版
補
訂
二
〇
〇
一
年
、
第
四
版
二
〇
〇
三
年
、
第
五
版
二
〇
〇
六
年
、
第
五
版
補
訂
二
〇
〇
八
年
、
第
六
版
二
〇
一
〇
年
、
第
七
版
二
〇
一
三
年
、
第
七
版
補
訂
二
〇
一
五
年
）
『
公
的
規
制
と
独
占
禁
止
法
─
─
公
益
事
業
の
経
済
法
研
究
』
単
著
、
商
事
法
務
、
二
〇
一
七
年
岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
九
Ⅱ
．
書
籍
所
収
論
文
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
不
公
正
な
取
引
方
法
の
規
制
」
経
済
法
学
会
編
『
独
占
禁
止
法
講
座
Ⅴ
　
不
公
正
な
取
引
方
法
（
上
）』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
五
年
）
四
一
～
五
〇
頁
「
主
権
論
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
法
的
性
格
─
─
Ｅ
Ｃ
法
の
優
位
性
な
ら
び
に
専
占
の
法
理
を
中
心
に
─
─
」
髙
橋
岩
和
・
本
間
重
紀
編
『
現
代
経
済
と
法
構
造
の
変
革
』（
三
省
堂
、
一
九
九
七
年
）
二
～
三
二
頁
「
社
会
的
規
制
と
消
費
者
─
─
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
法
規
制
を
中
心
に
」
岩
村
正
彦
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
　
現
代
の
法
〈
一
三
〉
消
費
生
活
と
法
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
二
三
～
五
一
頁
「
第
五
　
不
公
正
取
引
　
19
　
総
説
」
川
越
憲
治
編
『
現
代
裁
判
法
大
系
　
第
二
二
巻
　
独
占
禁
止
法
』（
新
日
本
法
規
出
版
、
一
九
九
八
年
）
一
九
三
～
二
〇
二
頁
「
政
府
規
制
と
独
占
禁
止
法
」
日
本
経
済
法
学
会
編
『
独
禁
法
の
理
論
と
展
開
［
一
］（
経
済
法
講
座
第
二
巻
）』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
三
七
一
～
四
一
七
頁
「
貿
易
と
政
府
規
制
─
─
規
制
緩
和
・
規
制
改
革
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
」
小
寺
彰
編
『
転
換
期
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
─
─
非
貿
易
的
関
心
事
項
の
分
析
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
三
七
～
一
七
三
頁
「
第
七
条
の
二
〔
課
徴
金
納
付
命
令
〕」、「
第
八
条
の
三
〔
課
徴
金
納
付
命
令
〕」
根
岸
哲
編
『
注
釈
独
占
禁
止
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
一
四
二
～
一
九
二
頁
、
二
一
六
～
二
二
一
頁
「
独
占
禁
止
法
と
マ
ー
ジ
ン
ス
ク
イ
ー
ズ
：
再
論
」
根
岸
哲
先
生
古
稀
祝
賀
『
競
争
法
の
理
論
と
課
題
─
─
独
占
禁
止
法
・
知
的
財
産
法
の
最
前
線
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
二
三
五
～
二
五
七
頁
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
一
〇
Ⅲ
．
雑
誌
論
文
（
講
演
録
含
む
）
「
ド
イ
ツ
競
争
法
に
お
け
る
「
業
績
競
争
（Leistungsw
ettbew
erb
）」
理
論
（
一
）」
法
学
志
林
八
三
巻
一
号
（
一
九
八
五
年
九
月
）
一
～
四
五
頁
「
ド
イ
ツ
競
争
法
に
お
け
る
「
業
績
競
争
（Leistungsw
ettbew
erb
）」
理
論
（
二
）」
法
学
志
林
八
三
巻
四
号
（
一
九
八
六
年
三
月
）
六
一
～
一
〇
〇
頁
「
西
ド
イ
ツ
競
争
制
限
防
止
法
に
お
け
る
「
価
格
濫
用
」
規
制
」
経
済
法
学
会
年
報
七
号
（
一
九
八
六
年
九
月
）
一
五
四
～
一
六
六
頁
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
景
品
規
制
　
─
　
上
　
─
（
景
品
提
供
を
め
ぐ
る
諸
問
題
）」
公
正
取
引
四
五
六
号
（
一
九
八
八
年
一
〇
月
）
二
五
～
三
〇
頁
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
景
品
規
制
　
─
　
中
　
─
（
景
品
提
供
を
め
ぐ
る
諸
問
題
　
─
　
二
　
─
）」
公
正
取
引
四
五
七
号
（
一
九
八
八
年
一
一
月
）
一
九
～
二
五
頁
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
景
品
規
制
　
─
　
下
　
─
（
一
）」
公
正
取
引
四
五
八
号
（
一
九
八
八
年
一
二
月
）
四
九
～
五
五
頁
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
景
品
規
制
　
─
　
下
　
─
（
二
・
完
）」
公
正
取
引
四
六
一
号
（
一
九
八
九
年
三
月
）
三
二
～
四
〇
頁
「
独
占
禁
止
法
一
年
の
動
き
」
経
済
法
学
会
年
報
一
三
号
（
一
九
九
二
年
九
月
）
一
四
九
～
一
六
二
頁
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
に
お
け
る
民
営
化
と
規
制
緩
和
─
公
益
企
業
を
中
心
に
─
」
行
財
政
研
究
一
三
号
（
一
九
九
二
年
六
月
）
四
七
～
五
四
頁
「
地
球
環
境
広
告
と
表
示
規
制
─
─
ド
イ
ツ
不
正
競
争
防
止
法
の
最
近
の
判
例
を
中
心
に
　
─
　
上
　
─
」
公
正
取
引
五
〇
二
号
（
一
九
九
二
年
八
月
）
二
八
～
三
三
頁
岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
一
一
「
地
球
環
境
広
告
と
表
示
規
制
─
─
ド
イ
ツ
不
正
競
争
防
止
法
の
最
近
の
判
例
を
中
心
に
　
─
　
下
　
─
」
公
正
取
引
五
〇
三
号
（
一
九
九
二
年
九
月
）
三
八
～
四
三
頁
「
電
気
通
信
料
金
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
規
制
─
─
イ
ギ
リ
ス
「
価
格
上
限
規
制
（
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
）」
の
批
判
的
検
討
　
─
　
上
　
─
」
公
正
取
引
五
〇
九
号
（
一
九
九
三
年
三
月
）
七
～
一
二
頁
「
電
気
通
信
料
金
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
規
制
─
─
イ
ギ
リ
ス
「
価
格
上
限
規
制
（
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
）」
の
批
判
的
検
討
　
─
　
中
　
─
」
公
正
取
引
五
一
〇
号
（
一
九
九
三
年
四
月
）
四
九
～
五
四
頁
「
電
気
通
信
料
金
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
規
制
─
─
イ
ギ
リ
ス
「
価
格
上
限
規
制
（
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
）」
の
批
判
的
検
討
　
─
　
下
・
完
　
─
」
公
正
取
引
五
一
一
号
（
一
九
九
三
年
五
月
）
三
五
～
四
一
頁
「
平
成
五
年
度
経
済
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
─
─
金
融
・
証
券
市
場
の
規
制
と
競
争
」
公
正
取
引
五
一
八
号
（
一
九
九
三
年
一
二
月
）
三
〇
～
三
三
頁
「
金
融
・
証
券
市
場
の
規
制
と
競
争
」
経
済
法
学
会
年
報
一
五
号
（
一
九
九
四
年
九
月
）
一
三
四
～
一
四
五
頁
　（
※
平
成
五
年
度
〔
経
済
法
学
会
〕
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
）
「
公
益
事
業
に
お
け
る
規
制
の
緩
和
と
改
革
─
─
需
給
調
整
要
件
の
廃
止
と
料
金
規
制
の
改
革
」
経
済
法
学
会
年
報
一
六
号
（
一
九
九
五
年
九
月
）
三
一
～
六
一
頁
「
公
益
事
業
に
お
け
る
料
金
規
制
の
緩
和
・
改
革
と
独
占
禁
止
法
─
─
電
気
通
信
事
業
法
の
料
金
変
更
命
令
を
中
心
に
」
公
益
事
業
研
究
五
一
巻
一
号
（
一
九
九
九
年
一
〇
月
）
五
七
～
六
六
頁
「
電
力
改
革
と
独
占
禁
止
法
─
─
託
送
と
「
不
可
欠
施
設
（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
）」
の
法
理
」
公
益
事
業
研
究
五
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）
一
九
頁
～
二
八
頁
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
一
二
「
日
本
に
お
け
る
公
益
事
業
法
の
歴
史
的
展
開
と
規
制
緩
和
・
規
制
改
革
」
法
学
志
林
九
七
巻
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
一
～
三
一
頁
（
初
出
：H
istoricalFeaturesofJapan
’sPublicU
tilityLaw
sandtheLim
itsof “D
eregulation
”,SocialScience
JapanJournal
（O
xfordU
niversityPress
）V
ol.2no.1
（A
pril1999
）
「
電
力
事
業
・
都
市
ガ
ス
事
業
に
お
け
る
規
制
改
革
と
競
争
政
策
」
公
正
取
引
六
〇
四
号
（
二
〇
〇
一
年
二
月
）
二
四
～
三
一
頁
「
独
占
禁
止
法
上
の
差
止
請
求
（
差
止
め
と
執
行
停
止
の
理
論
と
実
務
）
─
─
（
差
止
め
編
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
六
二
号
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）
二
〇
七
～
二
一
八
頁
「
公
益
事
業
の
規
制
改
革
と
独
占
禁
止
法
─
─
「
領
域
特
定
規
制
」
と
独
占
禁
止
法
・
公
正
取
引
委
員
会
」
日
本
経
済
法
学
会
年
報
二
三
号
（
二
〇
〇
二
年
九
月
）
三
三
～
七
六
頁
「
民
間
的
経
営
手
法
の
導
入
と
「
契
約
化
（Contractualisation
）」
公
営
企
業
三
四
巻
八
号
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）
五
四
～
六
三
頁「独
占
禁
止
法
の
措
置
体
系
の
あ
り
方
─
─
課
徴
金
制
度
の
見
直
し
を
中
心
に
」
公
正
取
引
六
三
七
号
（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）
一
一
～
二
〇
頁
「
運
輸
事
業
と
独
占
禁
止
法
：
業
務
提
携
お
よ
び
運
輸
に
関
す
る
協
定
を
中
心
に
」IA
T
SSreview
＝
国
際
交
通
安
全
学
会
誌
二
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）
一
六
～
二
六
頁
「
課
徴
金
制
度
の
改
革
を
め
ぐ
る
論
点
（
特
集
　
法
創
造
に
向
け
て
）
─
─
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
カ
ル
テ
ル
・
入
札
談
合
防
止
と
独
占
禁
止
法
改
正
（
日
弁
連
・
第
一
六
回
独
占
禁
止
法
研
究
会
）
」
季
刊
企
業
と
法
創
造
「
法
創
造
に
向
け
て
」
一
巻
一
号
（
通
巻
一
号
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）
一
三
二
～
一
四
〇
頁
（
※
講
演
録
）
「
課
徴
金
制
度
の
強
化
─
─
平
成
一
七
年
改
正
の
意
義
と
評
価
」
日
本
経
済
法
学
会
年
報
二
六
号
（
二
〇
〇
五
年
九
月
）
二
五
～
四
六
頁
岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
一
三
「
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
）
の
評
価
と
課
題
─
─
内
国
民
待
遇
と
「
必
要
性
」
テ
ス
ト
を
中
心
に
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
一
〇
年
：
実
績
と
今
後
の
課
題
─
─
新
分
野
を
中
心
と
し
て
）」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
一
四
号
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
一
七
～
四
三
頁
「
研
究
と
調
査
　
不
公
正
な
取
引
方
法
の
執
行
力
の
強
化
と
課
徴
金
制
度
」
生
活
協
同
組
合
研
究
三
六
三
号
（
二
〇
〇
六
年
四
月
）
五
〇
～
五
七
頁
「
再
販
売
価
格
維
持
行
為
と
課
徴
金
」
公
正
取
引
六
七
三
号
（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）
四
〇
～
四
一
頁
「
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
課
徴
金
（
違
反
金
）
制
度
の
あ
り
方
」
法
政
法
科
大
学
院
紀
要
三
巻
一
号
（
通
巻
三
号
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）
七
九
～
一
〇
一
頁
「
審
判
制
度
の
あ
り
方
、
違
反
金
と
刑
事
罰
の
関
係
」
公
正
取
引
六
八
三
号
（
二
〇
〇
七
年
九
月
）
九
～
二
二
頁
「
事
業
法
と
消
費
者
─
─
「
競
争
的
公
益
事
業
」
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
日
本
経
済
法
学
会
年
報
二
九
号
（
二
〇
〇
八
年
九
月
）
四
八
～
七
〇
頁
「
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
課
徴
金
制
度
の
展
開
と
構
造
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
五
号
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
二
六
～
三
五
頁
「
政
府
規
制
分
野
に
お
い
て
公
正
取
引
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
：
公
益
事
業
分
野
の
制
度
改
革
を
中
心
に
」
公
正
取
引
七
四
七
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
）
二
六
～
二
九
頁
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
に
お
け
る
規
制
改
革
の
展
開
と
課
題
：「
市
場
形
成
」
型
規
制
と
競
争
政
策
」
日
本
経
済
法
学
会
年
報
三
六
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）
三
～
二
三
頁
「
競
争
政
策
と
公
的
再
生
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
：「
競
争
の
ゆ
が
み
」
と
競
争
に
与
え
る
影
響
の
最
小
化
」
公
正
取
引
七
七
四
号
（
二
〇
一
五
年
四
月
）
六
～
一
五
頁
「「
セ
ッ
ト
割
引
」
と
独
占
禁
止
法
」
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
ｃ
ｏ
ｍ
二
六
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）
三
四
～
四
五
頁
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
一
四
「
規
制
改
革
と
独
占
禁
止
法
─
─
事
業
法
に
よ
る
規
制
と
「
正
当
化
事
由
」（
上
）」
公
正
取
引
七
八
八
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）
三
〇
～
四
一
頁
「
規
制
改
革
と
独
占
禁
止
法
─
─
事
業
法
に
よ
る
規
制
と
「
正
当
化
事
由
」（
下
）」
公
正
取
引
七
八
九
号
（
二
〇
一
六
年
七
月
）
六
六
～
七
七
頁
「
調
査
協
力
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
制
度
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
一
〇
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）
五
〇
～
五
六
頁
Ⅳ
．
書
評
等
「
独
占
禁
止
法
講
座
Ⅵ
　
不
公
正
な
取
引
方
法
（
下
）（
経
済
法
学
会
編
）」
公
正
取
引
四
四
五
号
（
一
九
八
七
年
一
一
月
）
六
五
～
六
七
頁「宮
坂
・
本
間
・
高
橋
共
編
著
『
現
代
経
済
法
』」
行
財
政
研
究
二
九
号
（
一
九
九
六
年
七
月
）
四
一
～
四
三
頁
「K
EY
W
O
R
D
課
徴
金
」
法
学
教
室
二
八
六
号
（
二
〇
〇
四
年
七
月
）
二
～
三
頁
「
藤
原
淳
一
郎
著
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
─
─
政
府
規
制
の
法
と
政
策
を
中
心
と
し
て
─
─
』」
公
益
事
業
研
究
六
二
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
七
七
～
七
八
頁
Ⅴ
．
座
談
会
「
公
益
事
業
研
究
会
座
談
会
　
電
力
自
由
化
の
あ
る
べ
き
姿
─
─
制
度
設
計
に
む
け
て
の
考
え
方
」
二
一
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
八
二
号
（
二
〇
〇
二
年
三
月
）
五
四
～
六
三
頁
（
藤
原
淳
一
郎
、
野
木
村
忠
邦
、
根
本
二
郎
、
矢
島
正
之
、
永
野
芳
宣
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
二
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
六
月
）
二
～
一
九
頁
（
根
岸
哲
、
稗
貫
俊
文
、
上
岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
一
五
杉
秋
則
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
三
二
号
（
二
〇
〇
三
年
六
月
）
二
～
一
六
頁
（
根
岸
哲
、
稗
貫
俊
文
、
鈴
木
孝
之
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
四
四
号
（
二
〇
〇
四
年
六
月
）
二
～
一
五
頁
（
根
岸
哲
、
稗
貫
俊
文
、
楢
崎
憲
安
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
五
六
号
（
二
〇
〇
五
年
六
月
）
二
～
一
八
頁
（
根
岸
哲
、
稗
貫
俊
文
、
楢
崎
憲
安
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
改
正
独
占
禁
止
法
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
五
七
号
（
二
〇
〇
五
年
七
月
）
二
～
一
七
頁
（
宇
賀
克
也
、
根
岸
哲
、
伊
藤
章
二
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
六
八
号
（
二
〇
〇
六
年
六
月
）
二
～
二
六
頁
（
川
濱
昇
、
稗
貫
俊
文
、
松
山
隆
英
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
八
〇
号
（
二
〇
〇
七
年
六
月
）
二
～
二
〇
頁
（
川
濱
昇
、
稗
貫
俊
文
、
山
田
務
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
九
二
号
（
二
〇
〇
八
年
六
月
）
二
～
二
一
頁
（
川
濱
昇
、
稗
貫
俊
文
、
山
田
務
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
七
〇
四
号
（
二
〇
〇
九
年
六
月
）
二
～
二
六
頁
（
川
濱
昇
、
稗
貫
俊
文
、
山
本
和
史
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
七
一
八
号
（
二
〇
一
〇
年
八
月
）
二
～
二
三
頁
（
金
井
貴
嗣
、
川
濱
昇
、
中
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
一
六
島
秀
夫
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
国
内
排
出
量
取
引
制
度
の
競
争
政
策
上
の
論
点
─
─
公
正
取
引
委
員
会
「
地
球
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
経
済
的
手
法
を
用
い
た
施
策
に
係
る
競
争
政
策
上
の
課
題
～
国
内
排
出
量
取
引
制
度
に
お
け
る
論
点
～
（
中
間
報
告
）」
を
踏
ま
え
て
─
─
」
Ｌ
＆
Ｔ
四
九
号
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
四
～
一
八
頁
（
井
手
秀
樹
、
大
塚
直
（
司
会
）
両
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
七
三
〇
号
（
二
〇
一
一
年
八
月
）
二
～
二
一
頁
（
金
井
貴
嗣
、
川
濱
昇
、
中
島
秀
夫
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
七
四
二
号
（
二
〇
一
二
年
八
月
）
二
～
二
四
頁
（
金
井
貴
嗣
、
川
濱
昇
、
中
島
秀
夫
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
七
五
四
号
（
二
〇
一
三
年
八
月
）
二
～
二
三
頁
（
金
井
貴
嗣
、
川
濱
昇
、
野
口
文
雄
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
七
六
六
号
（
二
〇
一
四
年
八
月
）
二
～
二
八
頁
（
金
井
貴
嗣
、
川
濱
昇
、
野
口
文
雄
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
七
七
八
号
（
二
〇
一
五
年
八
月
）
二
～
二
四
頁
（
川
濱
昇
、
白
石
忠
志
、
山
田
昭
典
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
七
九
〇
号
（
二
〇
一
六
年
八
月
）
二
～
三
〇
頁
（
川
濱
昇
、
白
石
忠
志
、
山
本
佐
和
子
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
八
〇
二
号
（
二
〇
一
七
年
八
月
）
二
～
二
〇
頁
（
川
濱
昇
、
白
石
忠
志
、
山
本
佐
和
子
（
司
会
）
の
各
氏
と
）
岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
一
七
「
独
占
禁
止
法
の
課
徴
金
制
度
改
革
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
一
〇
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）
二
〇
～
三
六
頁
（
宇
賀
克
也
（
司
会
）、
佐
伯
仁
志
、
向
井
康
二
、
向
宣
明
の
各
氏
と
）
Ⅵ
．
判
例
研
究
等
「
審
決
取
消
請
求
事
件
」
経
済
法
二
一
号
（
一
九
七
八
年
一
〇
月
）
二
七
～
二
八
頁
「
松
下
電
器
ヤ
ミ
再
販
損
害
賠
償
事
件
」
自
治
研
究
五
五
巻
九
号
（
一
九
七
九
年
九
月
）
一
四
二
～
一
五
一
頁
「
電
気
供
給
規
程
の
電
気
需
要
者
に
対
す
る
拘
束
力
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
〇
八
号
（
一
九
八
〇
年
一
月
）
一
一
九
～
一
二
一
頁
「
1
　
灯
油
カ
ル
テ
ル
と
消
費
者
の
損
害
賠
償
請
求
」
昭
和
六
二
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
九
一
〇
号
、
一
九
八
七
年
六
月
）
二
二
六
～
二
二
八
頁
「
44
　
県
バ
ス
協
会
に
よ
る
貸
切
バ
ス
運
賃
の
決
定
と
増
車
の
許
可
申
請
の
制
限
〔
三
重
県
バ
ス
協
会
事
件
〕」、「
45
　
バ
ス
協
会
に
よ
る
認
可
料
金
未
満
の
料
金
決
定
〔
大
阪
バ
ス
協
会
事
件
〕」
今
村
成
和
・
厚
谷
襄
児
編
『
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
〔
第
五
版
〕』（
一
九
九
七
年
三
月
）
九
〇
～
九
一
頁
、
九
二
～
九
三
頁
「
5
　
価
格
カ
ル
テ
ル
の
間
接
証
拠
に
よ
る
立
証
─
─
広
島
県
石
商
広
島
市
連
合
会
価
格
カ
ル
テ
ル
事
件
」
平
成
九
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
一
三
五
号
、
一
九
九
八
年
六
月
）
二
四
五
～
二
四
七
頁
「
経
済
法
制
・
審
決
研
究
会
報
告
（
四
）
平
成
九
年
度
審
決
・
判
決
研
究
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
四
八
号
（
一
九
九
八
年
九
月
）
一
七
～
二
九
頁「経
済
法
」
判
例
回
顧
と
展
望
一
九
九
八
（
法
律
時
報
四
月
臨
時
増
刊
、
一
九
九
九
年
四
月
）
一
六
二
～
一
七
〇
頁
「
経
済
法
」
判
例
回
顧
と
展
望
一
九
九
九
（
法
律
時
報
五
月
臨
時
増
刊
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）
一
七
一
～
一
八
〇
頁
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
二
・
三
号
合
併
号
一
八
「
経
済
法
」
判
例
回
顧
と
展
望
二
〇
〇
〇
（
法
律
時
報
四
月
臨
時
増
刊
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
一
七
二
～
一
八
三
頁
「
2
　
事
業
者
の
範
囲
（
二
）
─
─
事
業
主
体
で
あ
る
国
の
事
業
者
性
〔
私
製
年
賀
葉
書
業
者
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
〕」、「
42
　
保
険
事
業
者
団
体
に
よ
る
保
険
料
率
の
決
定
と
保
険
事
業
者
に
対
す
る
課
徴
金
の
算
定
〔
機
械
保
険
連
盟
事
件
〕」
厚
谷
襄
児
・
稗
貫
俊
文
編
『
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
〔
第
六
版
〕』（
二
〇
〇
二
年
三
月
）
六
～
七
頁
、
八
六
～
八
七
頁
「
経
済
法
判
・
審
決
研
究
会
報
告
（
一
三
）
平
成
一
四
年
度
独
禁
法
審
決
・
判
例
研
究
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
七
〇
号
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
二
四
～
三
三
頁
「
最
新
判
例
批
評
（［
二
〇
〇
八
］
二
六
）
郵
便
番
号
自
動
読
取
区
分
機
類
に
関
す
る
入
札
談
合
の
事
案
に
つ
き
公
正
取
引
委
員
会
が
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
七
年
法
律
第
三
五
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
五
四
条
二
項
所
定
の
「
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
の
要
件
に
該
当
す
る
と
し
て
し
た
排
除
確
保
措
置
を
命
ず
る
審
決
が
同
法
五
七
条
一
項
及
び
同
法
五
四
条
二
項
の
規
定
に
違
反
し
な
い
と
さ
れ
た
事
例
（
最
一
判
［
平
成
］
一
九
・
四
・
一
九
）」
判
例
時
報
一
九
九
六
号
（
判
例
評
論
五
九
一
号
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
一
六
四
～
一
六
八
頁
「
最
近
の
独
占
禁
止
法
関
係
事
件
に
お
け
る
重
要
判
決
の
検
討
─
─
入
札
談
合
事
件
（
郵
便
番
号
区
分
機
談
合
事
件
［
東
京
高
裁
平
成
二
〇
・
一
二
・
一
九
判
決
］、
ス
ト
ー
カ
炉
談
合
事
件
［
東
京
高
裁
平
成
二
〇
・
九
・
二
六
判
決
］、
多
摩
地
区
談
合
事
件
［
東
京
高
裁
平
成
二
一
・
五
・
二
九
判
決
］）
を
中
心
に
」
公
正
取
引
七
〇
七
号
（
二
〇
〇
九
年
九
月
）
二
～
九
頁
「
17
　
発
注
行
政
機
関
へ
の
働
き
掛
け
に
よ
る
競
争
者
の
排
除
と
入
札
参
加
者
の
支
配
〔
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
事
件
〕」
舟
田
正
之
・
金
井
貴
嗣
・
泉
水
文
雄
編
『
経
済
法
判
例
・
審
決
百
選
』（
二
〇
一
〇
年
四
月
）
三
六
～
三
七
頁
「
独
占
禁
止
法
判
例
研
究
会
（
八
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
新
規
事
業
者
の
排
除
─
─
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
私
的
独
占
事
件
（
東
京
高
判
平
成
二
一
・
五
・
二
九
平
成
一
九
年
（
行
ケ
）
第
一
三
号
審
決
取
消
請
求
事
件
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
二
九
号
（
二
〇
岸
井
大
太
郎
教
授
略
歴
・
著
作
一
覧
一
九
一
〇
年
五
月
）
二
七
～
三
五
頁
「
7
　
競
争
者
と
の
取
引
を
行
う
者
の
リ
ン
ク
削
除
に
よ
る
取
引
妨
害
─
─
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
事
件
」
平
成
二
三
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
四
四
〇
号
、
二
〇
一
二
年
四
月
）
二
六
四
～
二
六
六
頁
「
独
占
禁
止
法
判
例
研
究
会
（
三
四
）
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
私
的
独
占
事
件
東
京
高
裁
判
決
（
東
京
高
判
平
成
二
五
・
一
一
・
一
判
時
二
二
〇
六
号
三
七
頁
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
三
一
号
（
二
〇
一
四
年
八
月
）
七
一
～
七
七
頁

以
　
上
